
【資料１】 

市役所既存庁舎等利活用市民検討会【第２回目】結果 

（１）各種団体等の課題と公共施設利活用による解決策（ 守門 地域） 

 

 
地域内の施設 

地域外の施設 
建物を活用 土地を活用 

民間(市民・企業

等で )できるこ

と 

〇サンスポーツランド 

・地域で維持 

・夏の合宿の場として使っているが、草刈り等維持管理、景観の保全に課題がある 

・青少年及び老人健康施設で重要 

〇星の家 

・冬季はスキー場の軽食の場として活用しているが、夏場が全然活用されていない 

・夏場は星の観測会などに利用。(株)須原スキー場から年間を通して施設利用を考えてもら

う 

〇守門特産品販売所 

・目黒邸前の特産品販売所は人材不足で管理に困っているようだ。必要性がなければ、解体

も含めて要検討 

・コミュニティの拠点、直売所として活用 

・情報センター、拠点としての活用を検討 

〇雪むろと農産物加工場 

・(有)ゆきくらフーズの奈良漬工場が主たる用途であったが、ここ数年、雪中貯蔵酒の倉庫

と化している。すぐにでも玉川酒造に譲渡または売却 

〇守門高齢者センター 

・(株)須原スキー場の指定管理となっているが、今後の大規模修繕を市で持てるのか。観光

目的で来る人もいる 

〇守門交流促進センター 

・山彩すもんの会・クロスカントリーコースとして子供たちが利用 

・冬場使っていないので(場所的に使いづらい)、センターハウスあたりを夏場利用するなど

できないか 

〇守門公民館図書室 

・インターネット設備を入れてもらいたい 

〇地区グラウンド等 

・老人会等のゲートボール場と

して使用しているため、維持

管理費用がかからないようで

あれば現状維持 

・赤土のトイレは現在利用して

いない 

 

〇自然休養村センター 

・上条地区の人たちが使えなく

て支障がある 

・またたびの家が、パソコン解体

作業場として利用している 

 

行政が行うべき

こと 

〇須原第 1体育館 

・冬場の駐車場の確保 

・屋根を改修したため、現状の利用方法 

〇須原第 2体育館 

・ゲートボール・足立区合宿：利用状況多い【必要】 

・壊して第 1体育館へ集約すると冬場のゲートボールと共用できるか 

・ゲートボール(冬の老人健康増進) 

・すぐに解体は厳しいが、学校再編によって、学校体育館に機能移転することで不要にな

ることも検討される 

〇上条体育館 

・解体計画があるが、ゲートボール等の利用場所をどこにするか 

・施設内の整備 

・文化財の集約をすれば、機能を果たせる 

 〇上条会館 

・現在渋川公民館を利用している上

条コミ協の事務所として利用した

い。 

・物置にしているのを整理してもら

いたい(文化財の整理・集約) 

・利用方法を検討する 

 



【資料１】 

市役所既存庁舎等利活用市民検討会【第２回目】結果 

（２）公共施設の利活用案を実現するための課題（ 守門 地域） 

 
 ハード(建物・設備等)に関する課題 ソフト(機能・運営等)に関する課題 その他 

民間(市民・企業

等で)できるこ

と 

〇星の家 

・宿泊施設として利用するなどして利用客を増やす 

・イベントの開催、宿泊施設としての活用、レジャー利用 

 

〇須原第１体育館 

・冬期の駐車場の確保 

 

〇須原第２体育館 

・解体し、冬期ゲートボール利用は須原第１体育館でおこな

う。バレーボール等は小中学校体育館等を活用できない

か？ 

 

 

〇守門交流促進センター 

・企業誘致して活用してもらう 

 

〇守門交流促進センター、星の家、守門高齢者センター 

・営業力を発揮する 

 

 

 

行政が行うべき

こと 

〇上条体育館 

・上条コミュニティ協議会の拠点として残し、年間を通じて

ゲートボールや各種イベント会場として活用する 

 

・市で一つの文化財展示所を 

 

 

〇物産品販売所 

・立地条件は良い 

・コミ協の拠点として活用 

・情報発信の場としての施設 

 

 

 


